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福島県大熊町
議会だより

題字 大野小学校５年（平成22年度当時）  櫛
くし

引
びき

天
あま

音
ね

さん

基金残高が
244億円に
ズバリ町政を問う
5人が一般質問

除草管理組合設立へ
石原環境大臣
850億円を提示

2

10
7
18

９月
定例会

火の神

神様？先生？
私を

１位にして！



区　分 指数 主　な　要　因 指　数　の　概　要

経 常 収 支
比 率 60.1 

昨年より18.4%減少し
てる。大規模償却資産等
の増によるものです。

一般財源が通常の経費にどれくらい使
われているか表します。町村では70％
を超えないのが理想とされています。

財政力指数 1.440 
昨 年 よ り0.109高 く

なった。町税等自主財
源の増によるものです。

収入/需要の３年間平均値。１を超え
ると不交付団体で超えた分だけ自由度が
増します。家庭に例えると、給料/生活費。
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特定目的基金 ･･･ 特定な目的を持った事業に使う。（商業・農業振興基金・社会福祉基金など）
復  興  基  金 ･･･ 町の復興拠点や復興計画・生活再建支援。（東日本大震災復興基金・電源立地対策交付金事業）
財政調整基金 ･･･ 町の財政をおぎなうための基金（町の貯金）
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基金残高の推移（単位：億円）

健全財政維持（町の財政状況）
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平
成
26
年
９
月
定
例
会
は
、
９
月
10
日
か
ら

19
日
の
10
日
間
の
日
程
で
開
か
れ
ま
し
た
。

定
例
会
で
は
平
成
25
年
度
決
算
認
定
や
平
成

26
年
度
補
正
予
算
、
条
例
改
正
、
人
事
案
件
な

ど
26
議
案
、
議
会
提
案
の
「
手し

ゅ
わ話
言
語
法
」
制

定
を
求
め
る
意
見
書
を
審
議
し
、
い
ず
れ
も
全

会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

平成25年度
決算認定

基
金
残
高
が
２
４
４
億
円
に

イ
ン
フ
ラ
整
備
な
ど
町
再
生
の
た
め
積
み
立
て

監査委員が適正な予算執行を検証



吉
田
代
表
監
査
委
員
よ
り
、
決
算
及
び
基
金
運
用

状
況
の
審
査
意
見
書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
内
容
は
次
の
通
り
で
す
。

徴
収
対
策
の
成
果
見
ら
れ
る

町
税
、使
用
料
等
の
滞
納
額
３
４
０
０
万
円
減

平成25年度　会計別の決算状況（万円未満四捨五入）
会　　計　　名 収 入 総 額 支 出 総 額 差　引　き 滞　納　額

一 般 会 計 96億8435万円 93億944万円 3億7491万円 9167万円

特
　
別
　
会
　
計

坂下ダム施設管理事業 3956万円 3764万円 192万円 0

国 民 健 康 保 険 26億4198万円 23億3793万円 3億405万円 3925万円

奨 学 資 金 貸 与 6328万円 3459万円 2869万円 932万円

地 域 下 水 道 事 業 213万円 193万円 20万円 17万円

特定環境保全公共下水道事業 34万円 7万円 27万円 21万円

農 業 集 落 排 水 事 業 30万円 2万円 28万円 5万円

中央台霊園管理事業 178万円 161万円 17万円 0

介 護 保 険 事 業 11億4930万円 10億6349万円 8581万円 185万円

介 護 サ ー ビ ス 事 業 562万円 515万円 47万円 0

後 期 高 齢 者 医 療 2317万円 2288万円 29万円 0

会 

計 

別 

決 

算

代 
表 
監 

査 

報 

告

税
及
び
使
用
料
等
の
滞

納
繰
越
分
に
つ
い
て
は
、

積
極
的
に
徴
収
対
策
を
図

り
、
不
可
能
な
も
の
に
関

し
て
は
精
査
に
努
め
ら
れ

た
い
。

ま
た
、
町
税
や
使
用
料

及
び
手
数
料
に
つ
い
て
は

３
４
０
０
万
円
の
減
で
あ

り
、
徴
収
努
力
の
成
果
が

見
ら
れ
る
。

一
般
会
計
の
収
入
未
済

額
は
３
億
７
７
０
０
万
円

増
加
し
て
い
る
が
、
町
内

防
災
無
線
復
旧
工
事
３
億

５
３
０
０
万
円
が
次
年
度

に
繰
り
越
し
に
な
っ
た
た

め
で
あ
る
。　

収
入
に
つ
い
て
は
、
全

体
の
約
36
％
を
占
め
る
町

税
が
主
要
な
自
主
財
源
と

な
っ
て
い
る
。

東
日
本
大
震
災
、
原
子

力
災
害
か
ら
３
年
６
カ
月

が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い

る
。
大
変
厳
し
い
状
況
下

で
、
概
ね
健
全
な
財
政
運

営
と
言
え
る
。

支
出
に
つ
い
て
は
、
一

般
会
計
で
不
用
額
が
減
少

し
て
い
る
。
今
後
も
的
確

な
予
算
積
算
と
適
正
な
予

算
執
行
に
努
め
ら
れ
た
い
。

基
金
に
つ
い
て
は
、
基

金
本
来
の
目
的
を
再
度
確

認
し
、
適
正
な
基
金
の
あ

り
か
た
を
再
考
す
べ
き
と

思
わ
れ
る
。

原
子
力
災
害
に
よ
る
全

町
避
難
と
い
う
全
国
的
に

も
例
が
な
い
状
況
の
中
、

今
後
も
引
き
続
き
費
用
対

効
果
を
検
証
す
る
中
で
経

費
削
減
を
図
り
、
効
率
的

な
財
政
運
営
に
努
め
る
こ

と
を
期
待
し
意
見
と
す
る
。

支出総額93億円の内
50億円基金に積み立て
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避難中の児童生徒に再会交流の場をつくり元気・笑
顔になることを目的に、小学生はいわき海浜自然の
家、中学生はスパリゾートハワイアンズを会場に開催
しました。
中学生116人、小学生93人参加しました。

大熊っ子みんな集まれ
550万円

放射性物質による人体への影響が懸念されるため、
空気中、土壌中、水中（井戸水・河川）に含まれるセ
シウム、ヨウ素を中心に放射能分析を行いました。

町内の放射性物質分析
1182万円

町内の消火栓が利用できない状況であり火災
発生時の水利確保のため、町内７カ所に仮設の
防火水槽を設置しました。

火災発生時の水利確保
2467万円

平成25年度は高齢者見守り
支援、公営墓地整備、防火帯、
防火水槽設置などの事業を実施
しました。
その中から主な事業をクロー
ズアップしました。要望にこたえ、きれいになっ た墓地に墓まいり

初期消火に有効　40㎥の水槽確保

仲間とサンドアート　いわき市四倉海岸

川のセシウムは検出限界値以下　行津橋付近
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公営墓地の草刈り
１億3195万円

町内33カ所の公営墓地の除草、倒壊の恐れ
のある墓石を崩れないよう仮置きしました。
併せて環境省による除染も実施しました。

社会福祉協議会に委託して生活支援相談員を
配置、仮設住宅、借り上げ住宅を定期的に巡回
し、高齢者の孤立、孤独死の防止を行いました。

高齢者見守り活動
2602万円

主要町道の両幅２メートルを除草し防火帯を
設置しました。
野火の延焼を防ぐほか、通行の際の安全を確
保しました。

野火の延焼防止
3670万円

要望にこたえ、きれいになっ た墓地に墓まいり
前年度実施した事業をクローズアップ

きれいになった墓地に墓まいり　鈴内墓地

おかわりないですか

乾燥時の野火延焼を予防　西20号線
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通
常
通
り
と
な
っ
て
お
り

農
地
の
賃
貸
借
状
況
も
把

握
し
て
い
る
。

　
　

熊
川
海
水
浴
場
で
借

り
て
い
る
駐
車
場
の
契
約

を
今
後
も
続
け
る
の
か
。

　
　

町
内
で
借
り
て
い
る

土
地
全
体
を
ど
う
す
る
か

検
討
中
で
あ
る
。

今
後
考
え
て
い
く
。

　
　

　
　

財
産
登
録
さ
れ
て
い

る
公
用
車
94
台
の
保
険
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　

町
政
懇
談
会
は
今
後

予
定
し
て
い
る
の
か
。

　

実
施
す
る
意
向
は
あ

る
。中

間
貯
蔵
施
設
地
権
者

説
明
会
が
実
施
さ
れ
て
い

る
の
で
、
す
ぐ
に
実
行
す

る
こ
と
は
難
し
い
と
考
え

て
い
る
。

決  

算  

質  

疑無
駄
は
な
い
か
？

各
課
を
チ
ェ
ッ
ク

　
　

町
で
借
り
て
い
る
土

地
の
賠
償
は
進
ん
で
い
る

の
か
。

　
　

公
共
用
地
の
賠
償
は

始
ま
っ
て
い
な
い
。

地
権
者
と
相
談
し
対
応

し
て
い
く
。

　
　

町
営
住
宅
家
賃
滞
納

分
に
つ
い
て
徴
収
の
見
込

み
は
あ
る
の
か
。

　
　

い
ず
れ
も
震
災
前
の

も
の
で
あ
る
。

26
件
の
滞
納
が
あ
り
、

今
後
も
粘
り
強
く
請
求
し

て
い
く
。

　
　

大
熊
町
に
ふ
る
さ
と

住
　
民
　
課

企
画
調
整
課

納
税
し
た
場
合
、
御
礼
の

品
は
あ
る
の
か
。

　
　

御
礼
は
大
熊
町
の
特

産
物
が
な
い
状
況
な
の
で

実
施
し
て
い
な
い
。

　
　

国
民
健
康
保
険
税
の

不
納
欠
損
額
が
多
額
で
あ

る
が
ど
の
よ
う
に
請
求
し

て
い
る
の
か
。

　
　

５
年
前
よ
り
の
不
納

額
で
、
督
促
状
、
電
話
に

て
支
払
い
を
求
め
て
い
る
。

一
人
世
帯
の
死
亡
者
に

は
請
求
し
て
い
な
い
。

　
　

個
別
所
得
補
償
制
度

導
入
推
進
事
業
費
は
何
に

つ
か
っ
て
い
る
の
か
。

　
　

町
と
Ｊ
Ａ
の
シ
ス
テ

ム
管
理
費
で
あ
る
。

ま
た
国
の
減
反
政
策
は

　
　

奨
学
資
金
の
滞
納
者

数
、
滞
納
額
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

　
　

18
人
と
９
３
２
万
円

で
あ
る
。
今
年
度
は
22
万

の
減
で
確
実
に
徴
収
成
果

が
で
て
い
る
。

産
業
建
設
課

教
育
総
務
課

問

問

問問

問 問

答答

答 答

第
３
回
定
例
会
に
て
平
成
25
年
度
決
算
審
査
を

行
な
い
ま
し
た
。

無
駄
な
支
出
は
な
い
か
、
き
め
細
か
な
チ
ェ
ッ

ク
を
行
な
い
ま
し
た
。

そ
の
中
か
ら
主
な
内
容
を
報
告
し
ま
す
。

答

答 答

総
　
務
　
課

問問問 答答

　

現
在
使
用
し
て
い
る

65
台
分
は
保
険
を
か
け
て

い
る
。

29
台
は
町
に
お
い
て
あ

り
、
今
後
東
京
電
力
の
賠

償
を
考
え
て
い
る
。

車
検
、
自
賠
責
保
険
は

か
け
て
い
な
い
。

使用していない公用車も町の財産
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監
視
カ
メ
ラ
22
台
の
業
務
委
託
入
札
で
５

億
円
減
の
請
負
差
額
が
で
た
が
、
見
積
も
り

に
問
題
は
な
か
っ
た
の
か
。
機
能
的
に
大
丈

夫
な
の
か
。

落
札
し
た
企
業
の
シ
ス
テ
ム
開
発
が
他
の

町
村
と
同
じ
で
あ
り
、
開
発
費
が
大
幅
に
少

な
く
す
ん
だ
と
理
解
し
て
い
る
。

来
年
３
月
か
ら
運
用
開
始
の
予
定
で
あ

り
、
機
能
的
に
は
問
題
な
く
し
っ
か
り
管
理

し
て
い
く
。

広
島
土
砂
災
害
へ
の
見
舞
金

１
０
０
万
円

大
規
模
な
土
砂
災
害
に
見
舞
わ
れ
た

広
島
市
に
見
舞
金
を
寄
附
し
ま
す
。

町
単
独
の
寄
附
な
の
か
、
８
町
村
で
調
整

し
た
判
断
な
の
か
。

双
葉
郡
８
町
村
で
申
し
合
せ
、
そ
れ
ぞ
れ

で
対
応
す
る
こ
と
に
し
た
。

答
　
弁

答
　
弁

本
会
議
質
問

本
会
議
質
問

補  

正  

予  

算

大
川
原
地
区
の
農
地
１
８
０
ha
の
除
草
を

組
合
を
つ
く
っ
て
運
営
す
る
と
の
こ
と
で
あ

る
が
、
１
年
を
通
し
て
ど
の
よ
う
な
運
営
を

し
、
町
は
ど
う
関
わ
る
の
か
。
人
数
は
何
人

か
。組

合
運
営
に
町
は
直
接
か
か
わ
ら
な
い
が

町
、
双
葉
農
業
普
及
所
で
全
力
で
サ
ポ
ー
ト

す
る
。
大
川
原
地
区
の
認
定
農
業
者
14
人
で

ス
タ
ー
ト
す
る
。

委
託
先
が
同
じ
な
の
に
各
課
が
別
々
に
契

約
す
る
の
は
合
理
性
に
欠
け
る
の
で
は
な
い

か
。
ま
と
め
て
契
約
は
出
来
な
い
の
か
。
個

人
情
報
管
理
に
問
題
は
な
い
の
か
。

効
率
性
か
ら
言
え
ば
一
本
化
だ
と
思
う
が

今
回
は
各
課
と
協
議
し
、
シ
ス
テ
ム
の
精
通

度
か
ら
最
善
と
判
断
し
た
。

個
人
情
報
漏
れ
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

慎
重
に
進
め
て
い
く
。

除
染
農
地
の
管
理
組
合
設
立
・
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
制
度
な
ど
の
補
正
予
算
が
組

ま
れ
、
本
会
議
で
質
し
ま
し
た
。

農
地
の
除
草
組
合
設
立

６
５
３
７
万
円

除
染
農
地
保
全
の
た
め
、
草
刈
、
耕

起
を
行
い
、
今
後
営
農
再
開
に
向
け
意

欲
を
維
持
す
る
た
め
組
合
を
設
立
し
ま
す
。

監
視
カ
メ
ラ
設
置

�

５
億
円
減

当
初
予
算
で
は
7
億
２
０
０
０
万
円

で
予
算
を
組
ん
で
い
た
が
、
入
札
の
結

果
、
5
億
円
減
の
1
億
５
０
０
０
万
円

で
契
約
す
る
も
の
で
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

１
９
１
６
万
円

住
民
票
を
有
す
る
町
民
全
員
に
番
号
を

付
け
、
社
会
保
障
、
税
、
災
害
対
策
の
分

野
で
効
率
的
に
情
報
を
管
理
す
る
制
度
を

つ
く
り
ま
す
。

町は運営にどうかかわるのか
農地の除草管理組合

農地の荒廃を防げ

答
　
弁

答
　
弁

本
会
議
質
問

本
会
議
質
問
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町
内
整
備
資
料
作
成

と
あ
る
が
、
な
に
を
行
う

の
か
。

　

大
川
原
地
区
の
西
工

業
団
地
の
案
内
板
を
町
民

の
帰
還
意
欲
を
促
す
よ
う

な
看
板
に
す
る
。

現
地
事
務
所
に
あ
る
ジ

オ
ラ
マ
（
立
体
地
図
）
を

つ
く
り
会
津
若
松
出
張
所

と
い
わ
き
出
張
所
に
も
設

置
す
る
。

　

玉
ノ
湯
ト
ン
ネ
ル
の

土
砂
の
量
は
、
ど
の
位
で

い
つ
何
処
に
ス
ト
ッ
ク
す

る
の
か
。

　

７
０
０
～
８
０
０
㎥

で
９
月
末
頃
か
ら
旧
大
野

病
院
敷
地
に
運
ぶ
予
定
で

あ
る
。

　

ト
ン
ネ
ル
は
い
つ
開

通
す
る
の
か
。

　

平
成
27
年
３
月
頃
の

開
通
を
目
指
し
て
い
る
。

　

屋
根
補
修
は
再
度
雨

漏
れ
し
た
場
合
補
修
は
可

能
か
。

　

連
絡
を
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
補
修
を
す
る
。

　

派
遣
職
員
宿
舎
費
と

は
な
に
か
。

　

復
興
庁
に
司
法
書
士

の
派
遣
を
依
頼
し
て
お
り

そ
の
住
居
費
で
あ
る
。

大
川
原
復
興
ま
ち
づ
く

り
の
登
記
等
の
た
め
、
10

月
か
ら
の
派
遣
を
要
請
し

て
い
る
。

　

６
号
国
道
開
通
が
９

月
15
日
よ
り
始
ま
る
が
、

一
時
帰
宅
の
開
閉
場
所
は

変
わ
る
の
か
。

　

一
部
見
直
し
さ
れ
る
。

国
道
東
側
は
長
者
原
、

東
電
入
り
口
、
三
角
屋
交

差
点
の
３
カ
所
、
国
道
西

側
は
野
上
、
三
角
屋
の
２

カ
所
で
あ
る
。

東
電
入
り
口
、
三
角
屋

東
西
に
は
警
備
員
が
日
中

常
駐
す
る
。

補  

正  

質  

疑

　

司
法
書
士
謝
礼
が
必

要
な
課
題
は
な
に
か
。

　

中
間
貯
蔵
施
設
で
の

地
上
権
、
公
共
用
地
の
相

談
に
応
じ
て
も
ら
う
。

　

相
談
会
出
席
報
償
費

と
は
な
に
か
。

総
　
務
　
課

企
画
調
整
課

復
興
事
業
課

環
境
対
策
課

　

中
間
貯
蔵
施
設
で
弁

護
士
に
出
席
し
て
い
た
だ

き
、
地
権
者
と
の
相
談
会

を
計
画
し
て
い
る
。

全
員
協
議
会
で
平
成
26
年
度
補
正
予
算
の
審
議
を
し
ま
し
た
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
中
学
生
以
下
無
料
化
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
、
文
化
財
保
護
委
託
の
試

掘
作
業
に
加
え
、
現
状
の
課
題
な
ど
多
く
の
質
疑
を
交
わ
し
ま
し
た
。

そ
の
中
か
ら
主
な
内
容
を
報
告
し
ま
す
。

問

問

問 問 問

問問 答答

答

答 答 答

問 答答

復旧が進む玉ノ湯トンネル

全町民へインフルエンザ
予防接種の助成を求める
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国
民
健
康
保
険
※

レ
セ

プ
ト
委
託
料
が
増
額
と
な

っ
て
い
る
が
ど
う
し
て
か
。

　

被
保
険
者
が
増
え
て

い
る
の
で
※

レ
セ
プ
ト
の
点

検
も
増
え
て
い
る
。

※
診
療
報
酬
請
求
明
細
書

　

仮
設
住
宅
の
修
繕
要

望
状
況
は
。

　

今
年
も
仮
設
住
宅
一

斉
点
検
を
予
定
し
て
い
る
。

各
仮
設
住
宅
の
要
望
を

聞
き
、
修
繕
を
含
め
対
応

し
て
い
く
。

県
が
対
応
し
な
い
場
合

は
町
で
対
応
す
る
。

　

今
後
廃
止
、
運
営
が

見
直
し
さ
れ
る
仮
設
住
宅

の
予
定
を
居
住
者
に
示
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

　

復
興
住
宅
設
置
状
況

を
鑑

か
ん
が
み
検
討
し
て
い
く
。

　

食
品
放
射
能
分
析
の

結
果
は
所
管
委
員
会
に
示

し
て
い
る
の
か
。

　

示
し
て
い
な
い
。
早

急
に
示
す
。

現
行
の
設
置
条
例
で
は
、
委
嘱
要
件
は
な
く
定

数
の
み
の
記
述
で
あ
っ
た
。

今
回
の
条
例
の
一
部
改
正
で

　

委
員
は
学
校
教
育
及
び
社
会
教
育
の
関
係
者
、

家
庭
教
育
の
向
上
に
資
す
る
活
動
を
行
う
者
並
び

に
学
職
経
験
の
あ
る
者
の
中
か
ら
教
育
委
員
会
が

委
嘱
す
る
。

以
上
の
委
嘱
要
件
が
加
わ
り
ま
し
た
。

全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

投
票
に
よ
り
同
意
し
ま
し
た
。

委
嘱
要
件
を
新
た
に
加
え
る

教
育
委
員
に

武
内
敏
英
氏
再
任

　

会
津
若
松
ス
ク
ー
ル

バ
ス
の
運
行
費
が
大
幅
に

増
え
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
。

　

バ
ス
運
転
距
離
の
延

長
に
伴
い
、
運
転
時
間
が

１
時
間
延
び
た
。

運
転
手
11
人
、
添
乗
員

14
人
で
対
応
し
て
お
り
、

大
幅
な
増
と
な
っ
た
。

　

文
化
財
保
護
委
託
料

の
試
掘
作
業
と
は
な
に
か
。

　

大
川
原
地
区
西
工
業

団
地
予
定
地
の
文
化
財
試

掘
を
す
る
。

　

事
務
所
入
り
口
の
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
の
考
え
は
。

　

玄
関
の
外
も
含
め
考

え
て
い
る
。

　

事
務
所
二
階
未
使
用

の
部
屋
の
使
用
状
況
は
。

　

子
育
て
相
談
、
行
政

区
総
会
、
料
理
教
室
等
に

貸
し
出
し
て
い
る
。

　

全
町
民
へ
の
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
助
成

は
考
え
て
い
な
い
の
か
。

　

昨
年
ま
で
65
才
以
上

を
無
料
に
し
て
き
た
が
、

今
年
度
は
０
才
～
15
才
の

子
ど
も
ま
で
無
料
化
を
拡

大
し
た
。
全
町
民
へ
の
助

成
は
今
後
の
課
題
と
し
て

検
討
し
て
い
く
。

補  

正  

質  

疑
い
わ
き
事
務
所

健
康
介
護
課

生
活
支
援
課

産
業
建
設
課

条例 

社
会
教
育
委
員
設
置

同意 

教
育
委
員
会
委
員

教
育
総
務
課

問問

問

問問 問

答

答

答

答答 答

答 問問問 答 答

教育委員会委員
【氏　　名】武　内　敏　英
【生年月日】昭和19年6月5日
【住　　所】野上字諏訪617番地
【任　　期】平成26年10月1日〜

平成30年9月30日　
全会一致で可決

人　

事  

・  

条　

例

町の宝、子どもたちのために　いわき出張所２階
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一  

般  

質  

問

１．鈴　木　光　一 議員 ..........................11

・地権者へ町独自の支援策を示せ

２．伊　藤　昌　夫 議員 ..........................12

・ピロリ菌検査は「ABC検査」で実施を

３．阿　部　光　國 議員 ..........................13

・家庭内ゴミを仮置き場へ運ぶべきでは
・入居者に対するコミュニティ支援は

４．堀　川　亘　夫 議員 ..........................14

・予定地外に迷惑補償を

５．廣　嶋　公　治 議員 ..........................15

・奨学金給付制度を創設しては

５
人
が
一
般
質
問

復
興
へ
の
課
題
を
と
ら
え
て

町
政
を
問
う

ズバリ

顔晴ろう！大熊っ子！大会　　演目：絵本の世界へよ〜いドン！将来を担う子どもたちのために



11 おおくま議会だより第31号
2014年11月１日発行

　
　

中
間
貯
蔵
施
設
建

設
予
定
地
の
地
権
者
が
受

け
入
れ
判
断
と
な
り
得
る

町
独
自
の
支
援
策
を
早
期

に
示
す
べ
き
で
あ
る
。

事
故
に
よ
り
破
損
し
た

原
子
炉
３
基
、
汚
染
し
た

土
地
が
あ
る
。

さ
ら
に
、
汚
染
廃
棄
物

を
中
間
貯
蔵
す
る
迷
惑
施

設
が
建
設
さ
れ
よ
う
と
し

て
い
る
。

こ
の
施
設
建
設
に
よ
り

国
か
ら
、
自
由
度
の
高
い

交
付
金
が
交
付
さ
れ
る
予

定
で
あ
る
。

こ
の
交
付
金
は
生
活
再

建
と
地
域
振
興
に
使
用
で

き
、
医
療
費
の
免
除
、
ふ

る
さ
と
訪
問
費
、
祭
り
費

用
等
に
も
使
用
で
き
る
。

し
か
し
、
町
全
体
の
復

興
に
用
い
た
場
合
、
建
設

予
定
地
の
地
権
者
は
今
後

30
年
以
上
ふ
る
さ
と
を
追

わ
れ
る
こ
と
に
な
る
た
め

交
付
金
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト

が
な
い
と
考
え
る
。

町
全
体
の
交
付
金
活
用

を
考
え
る
前
に
国
、
県
、

町
の
為
に
先
祖
代
々
の
土

地
を
手
放
し
ふ
る
さ
と
を

追
わ
れ
る
地
権
者
の
思
い

を
独
自
で
メ
ニ
ュ
ー
を
作

成
し
、
具
体
的
に
見
え
る

形
で
早
期
に
示
し
、
建
設

受
け
入
れ
判
断
の
一
助
と

す
べ
き
と
考
え
る
。

施
策
案
と
し
て
譲
渡
所

得
に
対
す
る
町
県
民
税
免

除
、
税
金
相
談
窓
口
、
土

地
の
斡
旋
窓
口
、
太
陽
光

発
電
建
設
に
よ
り
長
期
に

わ
た
る
利
益
還
元
等
を
提

案
す
る
。

ま
た
、
中
間
貯
蔵
施
設

建
設
に
よ
り
第
二
次
復
興

計
画
の
大
幅
見
直
し
が
必

要
で
は
な
い
か
。

　
　
　

環
境
省
と
共
に
交

付
金
の
使
用
メ
ニ
ュ
ー
を

考
え
使
い
、
勝
手
が
よ
く

町
民
の
支
援
、
生
活
再
建

に
繋
げ
て
い
け
る
も
の
に

し
た
い
。

国
、
県
で
や
ら
な
い
こ

と
を
町
の
施
策
と
し
て
独

自
に
行
う
の
が
理
想
で
あ

る
が
束
縛
も
あ
る
。

税
金
問
題
、
町
内
除
染

が
進
め
ば
土
地
の
斡
旋
等

に
つ
い
て
も
、
考
え
て
い

き
た
い
。

で
き
る
限
り
地
権
者
の

み
な
さ
ん
に
還
元
で
き
る

施
策
を
示
し
て
い
き
た
い
。

復
興
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い

て
は
現
状
が
刻
々
と
変
化

し
て
お
り
、
将
来
を
見
据

え
、
必
要
で
あ
れ
ば
町
民

の
希
望
に
つ
な
が
る
見
直

し
を
し
て
い
く
。

一  

般  

質  

問
鈴
木
　
光
一 

議
員

鈴
木

町
長

東西の境目　国道６号線

問 地権者へ町独自の支援策を示せ

答 生活再建に繋げていけるものにしたい

中
間
貯
蔵
施
設
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ピ
ロ
リ
菌
検
査
の

導
入
に
あ
た
っ
て
は
、
簡

単
な
血
液
検
査
に
よ
る

「
Ａ
Ｂ
Ｃ
検
査
」
を
提
案

す
る
。

ピ
ロ
リ
菌
の
有
無
を
調

べ
る
ピ
ロ
リ
菌
検
査
と
、

胃
の
粘
膜
の
委
縮
を
調
べ

る
ペ
プ
シ
ノ
ー
ゲ
ン
検
査

を
同
時
に
実
施
し
、「
胃
が

ん
に
な
り
や
す
い
か
ど
う

か
」
の
リ
ス
ク
を
判
定
す

る
検
査
で
あ
る
。

い
ず
れ
も
血
液
検
査
で

あ
り
、二
つ
合
わ
せ
て
「
Ａ

Ｂ
Ｃ
検
査
」
と
呼
ば
れ
て

い
る
。

リ
ス
ク
判
定
は
、
が
ん

を
発
見
す
る
検
査
で
は
な

い
が
、
次
の
よ
う
な
利
点

が
挙
げ
ら
れ
る
。

①
ピ
ロ
リ
菌
の
感
染
が
な

く
元
気
な
人
は
、
精
密
検

査
を
受
け
な
く
て
済
む
。

（
身
体
的
、
経
済
的
な
負

担
の
軽
減
）

②
が
ん
に
な
る
危
険
因
子

を
早
期
に
見
つ
け
、
除
菌

な
ど
で
が
ん
を
予
防
で
き

る
。
（
将
来
の
医
療
費
の

削
減
）

③
リ
ス
ク
群
を
絞
り
込
む

こ
と
で
精
密
検
査
を
効
率

化
し
、
が
ん
の
早
期
発
見

に
つ
な
が
る
。

予
防
医
療
の
先
取
り
と

早
期
発
見
・
早
期
治
療
こ

そ
、
が
ん
克
服
の
近
道
で

は
な
い
か
。

実
施
に
当
た
っ
て
は
、

あ
と
戻
り
の
な
い
万
全
な

準
備
を
し
て
、
平
成
27
年

度
当
初
か
ら
ス
タ
ー
ト
で

き
な
い
か
。

ま
た
、
財
源
に
つ
い
て

は
、
極
め
て
自
由
度
の
高

い
中
間
貯
蔵
施
設
等
に
係

る
交
付
金
を
活
用
で
き
な

い
か
。
町
長
の
見
解
を
問

う
。

　
　

質
問
頂
い
た
ピ
ロ

リ
菌
検
査
に
つ
い
て
「
Ａ

Ｂ
Ｃ
検
査
」
に
よ
っ
て
行

う
べ
き
で
は
な
い
か
と
の

提
案
で
あ
る
が
、
町
と
し

て
も
「
Ａ
Ｂ
Ｃ
検
査
」
に

よ
る
検
査
方
法
に
よ
っ
て

実
施
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。万

全
な
準
備
を
し
て
平

成
27
年
当
初
か
ら
ス
タ
ー

ト
出
来
な
い
か
と
の
質
問

で
あ
る
が
、
現
在
町
で
は
、

保
健
セ
ン
タ
ー
を
所
管
と

し
て
、
そ
の
準
備
を
進
め

て
い
た
が
、
ク
リ
ア
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
も

多
い
。

来
年
度
当
初
か
ら
の
ス

タ
ー
ト
を
目
指
し
て
い
る

が
、
遅
く
と
も
総
合
健
診

が
ス
タ
ー
ト
す
る
秋
ま
で

に
実
施
を
し
て
、
そ
の
実

施
期
間
に
つ
い
て
も
半
年

間
か
ら
10
カ
月
間
の
ス
パ

ン
を
設
け
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

さ
ら
に
そ
の
財
源
に
つ

い
て
は
、
も
ろ
も
ろ
の
交

付
金
の
活
用
を
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

な
お
、
一
旦
は
断
念
し

た
総
合
健
診
の
検
査
の
一

つ
と
し
て
ピ
ロ
リ
菌
検
査

を
行
う
事
に
つ
い
て
も
、

再
度
検
査
実
施
機
関
や
県

医
師
会
と
協
議
を
行
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
「
Ａ

Ｂ
Ｃ
検
査
」
は
、
あ
く
ま

で
胃
が
ん
リ
ス
ク
検
査
で

あ
る
。
た
と
え
異
常
が
な

い
Ａ
判
定
が
出
た
と
し
て

も
、
胃
が
ん
に
な
ら
な
い

と
い
う
こ
と
で
は
な
い
の

で
、
Ｘ
線
検
査
に
よ
る
胃

が
ん
検
診
若
し
く
は
胃
カ

メ
ラ
を
使
っ
た
胃
が
ん
検

診
は
受
け
て
頂
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

一  

般  

質  

問

伊藤　昌夫 議員

問 

「
Ａ
Ｂ
Ｃ
検
査
」
で
実
施
を

答 

来
秋
か
ら
実
施

伊
藤

町
長

早期発見でリスク軽減

ピロリ菌検査
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一  

般  

質  

問

　
　

帰
還
困
難
区
域
は

自
分
で
用
意
し
た
袋
に
家

庭
内
ゴ
ミ
を
い
れ
て
敷
地

内
に
置
い
て
あ
る
が
、
イ

ノ
シ
シ
や
ネ
ズ
ミ
な
ど
に

袋
が
破
ら
れ
管
理
す
る
こ

と
が
難
し
い
状
態
に
あ
る
。

そ
こ
で
、
帰
還
困
難
区

域
へ
家
庭
内
ゴ
ミ
用
の
フ

レ
コ
ン
バ
ッ
グ
を
配
布
し

仮
置
き
場
を
設
け
運
べ
な

い
か
。

　
　

環
境
省
か
ら
は
、

何
カ
所
か
の
仮
置
き
場
の

提
示
が
あ
る
が
、
仮
置
き

場
の
容
量
や
収
集
量
の
問

題
、
住
宅
か
ら
の
離
隔
な

ど
が
あ
り
、
再
検
討
を
し

て
い
る
。

町
民
か
ら
回
収
で
き
な

く
と
も
ゴ
ミ
を
片
付
け
た

い
の
で
フ
レ
コ
ン
バ
ッ
グ

を
配
布
し
て
ほ
し
い
と
要

望
が
あ
る
が
、
容
量
が
大

き
く
室
内
に
保
管
し
た
場

合
、
そ
の
ま
ま
搬
出
で
き

な
い
た
め
回
収
時
に
表
に

だ
す
二
重
の
作
業
に
な
る
。

ま
た
屋
外
に
置
け
ば
回

収
で
き
な
い
こ
と
か
ら
動

物
に
荒
ら
さ
れ
、
周
辺
に

ゴ
ミ
を
飛
散
さ
せ
る
こ
と

に
な
る
。

こ
の
よ
う
な
事
情
か
ら

仮
置
き
場
、
回
収
方
法
が

確
定
す
る
ま
で
、
片
付
け

ゴ
ミ
は
室
内
に
保
管
し
て

も
ら
い
た
い
。

　
　

復
興
公
営
住
宅
の

入
居
が
始
ま
ろ
う
と
し
て

い
る
。
新
た
な
環
境
に
な

じ
め
な
い
た
め
の
孤
立
、

引
き
こ
も
り
な
ど
の
問
題

が
予
想
さ
れ
る
。

町
と
し
て
も
積
極
的
な

支
援
が
必
要
で
は
な
い
か
。

生
活
支
援
相
談
員
の
増

員
を
は
か
り
、
こ
れ
か
ら

入
居
者
が
安
心
し
て
生
活

で
き
る
地
域
情
報
の
収
集

や
、
ど
の
様
な
交
流
の
場

が
あ
り
、
何
が
必
要
か
情

報
を
把
握
し
て
お
く
べ
き

で
は
な
い
か
。

　
　

建
設
場
所
が
県
内

各
地
に
わ
た
る
の
で
、
生

活
支
援
相
談
員
の
増
員
だ

け
で
は
対
応
が
困
難
な
状

況
に
あ
る
。

県
で
は
、
復
興
公
営
住

宅
１
０
０
戸
当
た
り
２
人

程
度
の
交
流
員
を
配
置
し

入
居
者
同
士
や
周
辺
に
避

難
し
て
い
る
人
、
さ
ら
に

地
域
に
住
ん
で
い
る
人
と

交
流
活
動
を
支
援
し
た
り

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
情
報
を
発

信
す
る
取
り
組
み
が
行
わ

れ
る
予
定
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
交
流
員
は
町
の
生

活
支
援
相
談
員
と
連
携
し

な
が
ら
入
居
者
の
見
守
り

活
動
に
従
事
す
る
予
定
で

あ
る
。

町
と
し
て
も
、
受
け
入

れ
先
や
関
係
団
体
と
の
連

携
を
密
に
し
な
が
ら
情
報

収
集
に
務
め
、
新
し
い
環

境
で
の
生
活
を
安
心
し
て

ス
タ
ー
ト
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
取
り
組
ん
で
行
く
。

阿
部
　
光
國 

議
員

阿
部

阿
部

町
長

町
長 問 

入
居
者
に
対
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
支
援
は

答 

受
け
入
れ
先
と
連
携
し
て
進
め
る

ここに置けないの　総合グラウンド

新たなコミュニティの場

問 家庭内ゴミを仮置き場へ運ぶべきでは

答 仮置き場の提示があるが検討中

帰
還
困
難
区
域

復興公営住宅
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建
支
援
策
検
討
の
進
捗
状

況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。

　
　
　
「
中
間
貯
蔵
施
設

等
に
係
る
交
付
金
」
に
つ

い
て
は
、
環
境
省
説
明
の

中
で
も
、
町
と
協
議
し
な

が
ら
メ
ニ
ュ
ー
化
し
て
い

き
た
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

交
付
金
と
し
て
の
性
格

上
制
約
は
あ
る
が
、
町
民

へ
の
支
援
策
、
生
活
再
建

に
つ
な
が
る
項
目
を
提
案

し
実
現
に
つ
な
げ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

な
お
、
迷
惑
補
償
と
の

話
だ
が
、
こ
の
考
え
方
か

ら
の
運
用
は
、
町
が
実
施

す
る
事
業
と
し
て
は
検
討

し
が
た
く
、
復
興
に
伴
う

別
の
形
で
検
討
し
て
い
け

る
の
で
は
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
町
独
自
で
行
う

支
援
策
に
つ
い
て
だ
が
、

現
在
復
興
公
営
住
宅
の
整

備
が
進
み
、
同
時
に
住
宅

確
保
損
害
の
請
求
受
付
も

開
始
し
て
い
る
。

一  

般  

質  

問

堀川　亘夫 議員

　
　

原
発
事
故
に
よ
り

大
熊
町
の
全
町
民
は
、
健

康
や
生
活
・
仕
事
等
、
生

き
て
い
く
上
で
必
要
な
す

べ
て
の
面
で
被
害
を
受
け

た
。中

間
貯
蔵
施
設
と
い
う

前
例
の
な
い
迷
惑
施
設
を

受
け
入
れ
た
場
合
、
そ
の

日
の
風
向
き
や
天
候
次
第

で
変
わ
る
放
射
線
や
騒
音

悪
臭
・
排
気
ガ
ス
等
に
国

境
は
な
く
、
町
内
全
域
に

わ
た
り
弊
害
を
及
ぼ
す
こ

と
は
必
至
で
あ
る
。

施
設
予
定
用
地
内
外
を

問
わ
ず
、
伴
う
リ
ス
ク
は

同
一
と
い
え
る
。

境
界
線
引
き
は
地
域
の

分
断
や
住
民
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
崩
壊
、
さ
ら
に
は
町

民
同
士
の
対
立
構
造
が
生

ず
る
危
険
性
が
高
い
と
み

る
。政

府
は
国
道
6
号
線
を

境
界
に
東
西
に
二
分
す
る

意
向
だ
が
、
地
元
や
住
民

の
視
点
か
ら
す
る
と
決
し

て
賢
明
な
方
法
と
は
い
え

な
い
。

今
後
30
年
も
の
長
期
に

わ
た
り
運
命
共
同
体
と
な

る
西
側
の
住
民
に
対
し
て

政
府
か
ら
補
償
の
担
保
は

示
さ
れ
て
い
な
い
。

施
設
予
定
用
地
の
内
外

と
も
に
同
一
条
件
に
値
す

る
こ
と
を
認
め
、
国
道
6

号
線
の
西
側
地
域
と
熊
川

の
南
側
地
域
に
つ
い
て
は

迷
惑
補
償
を
行
う
べ
き
で

あ
る
。

「
中
間
貯
蔵
施
設
等
に

係
る
交
付
金
」
８
５
０
億

円
を
上
手
に
運
用
で
き
る

よ
う
町
は
双
葉
町
と
連
携

し
、
政
府
・
県
と
協
議
検

討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

ま
た
帰
還
を
断
念
せ
ざ

る
を
得
な
い
住
民
に
対
す

る
町
独
自
で
行
う
生
活
再

堀
川

町
長

どうなる・・・

問 

予
定
地
外
に
迷
惑
補
償
を

答 

別
の
形
で
検
討
で
き
る

中間貯蔵施設

さ
ら
に
「
中
間
貯
蔵
施

設
等
に
係
る
交
付
金
」
を

活
用
し
た
中
で
の
支
援
策

も
検
討
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　

状
況
が
大
き
く
変
化
し

つ
つ
あ
る
中
で
、
第
二
次

復
興
計
画
検
討
委
員
会
の

議
論
も
踏
ま
え
な
が
ら
、

町
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
維

持
や
健
康
管
理
、
ま
た
情

報
発
信
等
に
力
を
尽
く
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。
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一  

般  

質  

問

　
　

５
月
に
大
熊
町
の

“
あ
る
べ
き
姿
”
を
描
い
た

大
熊
町
復
興
ま
ち
づ
く
り

ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し
た
。

そ
の
中
に
平
成
30
年
４

月
に
町
民
の
帰
還
す
る
時

点
で
、
整
備
さ
れ
て
い
る

べ
き
都
市
機
能
に
「
介
護

施
設
」
が
入
っ
て
い
る
。

一
方
で
こ
の
ビ
ジ
ョ
ン

で
は
１
０
０
０
人
の
町
民

帰
還
を
想
定
し
て
い
る
が

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
高
齢
者

世
帯
と
予
想
さ
れ
て
い
る
。

現
在
、
進
め
て
い
る
第

二
次
復
興
計
画
策
定
に
も

こ
の
介
護
施
設
設
置
が
詳

細
に
提
示
さ
れ
る
と
町
民

は
期
待
し
て
い
る
し
、
特

に
高
齢
者
は
人
生
最
後
く

ら
い
大
熊
町
の
空
の
下
で

と
思
い
期
待
し
て
い
る
。

し
か
し
、
先
般
の
「
サ

ン
ラ
イ
ト
お
お
く
ま
」
の

設
置
計
画
が
職
員
不
足
等

の
理
由
で
断
念
せ
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
事
を
考
え
る

と
、
は
た
し
て
大
熊
町
に

設
置
し
た
場
合
に
介
護
職

員
が
確
保
出
来
る
の
か
不

安
が
あ
る
。

そ
こ
で
、
介
護
福
祉
士

な
ど
の
資
格
取
得
に
意
欲

の
あ
る
町
民
へ
奨
学
資
金

給
付
制
度
を
創
設
し
て
は

ど
う
か
。

就
労
を
条
件
と
し
て
ス

ム
ー
ズ
な
施
設
運
営
に
な

る
よ
う
、
人
材
育
成
へ
の

先
行
投
資
が
必
要
で
は
な

い
か
。

　
　

今
後
策
定
さ
れ
る

第
二
次
復
興
計
画
に
お
い

て
介
護
保
険
上
の
入
所
施

設
な
の
か
、
介
護
サ
ー
ビ

ス
附
き
高
齢
者
住
宅
や
バ

リ
ア
フ
リ
ー
構
造
の
高
齢

者
専
用
住
宅
な
の
か
に
よ

っ
て
介
護
職
員
の
必
要
資

格
や
人
数
も
変
わ
っ
て
く

る
。現

在
介
護
資
格
取
得
者

は
47
万
人
い
て
、
実
際
介

護
分
野
で
就
労
し
て
い
る

人
は
27
万
人
に
留
り
、
20

万
人
は
潜
在
資
格
者
で
あ

り
、
そ
の
方
々
の
働
き
甲

斐
が
あ
る
職
場
環
境
を
作

る
こ
と
、
ま
た
資
格
が
な

く
て
働
け
る
と
い
う
人
、

そ
れ
ら
の
方
々
の
確
保
の

た
め
の
施
策
を
し
っ
か
り

考
え
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
福
島
県
で
は
介

護
福
祉
士
等
修
学
資
金
貸

付
制
度
が
あ
り
「
社
会
福

祉
士
及
び
介
護
福
祉
士
法
」

に
基
づ
く
学
校
、
養
成
施

設
に
在
学
し
、
卒
業
後
に

福
島
県
内
で
１
年
以
内
に

介
護
業
務
に
従
事
し
、
引

き
続
き
５
年
以
上
従
事
し

た
場
合
、
返
還
を
免
除
す

る
制
度
も
あ
る
の
で
活
用

で
き
る
様
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
。

廣
嶋
　
公
治 

議
員

問 奨学金給付制度を創設しては

答 潜在資格者の確保から

廣
嶋

町
長

施設運営が可能な人材確保

資
格
取
得
支
援
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育
会
議
」
を
町
長
が
設
置

す
る
こ
と
に
な
り
、
町
長

と
教
育
委
員
会
の
連
携
が

は
か
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。

　

来
年
４
月
１
日
に
新

「
教
育
長
」
が
任
命
さ
れ

る
の
か
。

　

新
法
で
は
、
施
行
日

の
平
成
27
年
4
月
1
日
に

お
い
て
在
任
中
の
教
育
長

に
つ
い
て
は
、
そ
の
教
育

委
員
と
し
て
の
任
期
が
満

了
す
る
ま
で
、
ま
た
自
ら

退
任
す
る
ま
で
現
行
制
度

の
教
育
長
と
し
て
在
職
す

る
も
の
と
し
、
徐
々
に
新

制
度
に
移
行
し
て
い
く
。

そ
の
間
は
従
来
ど
お
り

教
育
長
と
非
常
勤
の
委
員

長
が
併
任
す
る
こ
と
と
な

る
。
な
お
、
本
町
教
育
委

員
会
で
は
4
月
1
日
か
ら

新
教
育
長
体
制
へ
移
行
で

き
る
道
は
な
い
か
を
含
め

議
論
し
て
い
る
。

　

新
制
度
は
、
い
じ
め

に
よ
る
自
死
等
に
ど
の
よ

う
に
対
応
す
る
の
か
。

　

い
じ
め
が
生
じ
に
く

い
学
校
づ
く
り
に
全
力
を

尽
く
し
て
い
く
が
、
も
し

い
じ
め
が
生
じ
た
場
合
に

は
、
教
育
長
が
責
任
者
と

し
て
迅
速
に
対
応
す
る
こ

と
に
な
る
。

ま
た
、
教
育
長
の
判
断

に
よ
り
、
教
育
委
員
へ
の

迅
速
な
情
報
提
供
や
、
教

育
委
員
会
の
招
集
が
可
能

に
な
る
。

　

改
正
の
背
景
に
は
何

が
あ
っ
た
の
か
。

　

直
接
的
に
は
平
成
23

年
滋
賀
県
大
津
市
で
、
い

じ
め
が
原
因
と
思
わ
れ
る

自
死
事
件
が
起
こ
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
市
教
育

委
員
会
は
迅
速
な
対
応
に

欠
け
、
教
育
委
員
会
の
責

任
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。

　

こ
れ
ま
で
に
ど
ん
な

課
題
が
あ
っ
た
の
か
。

　

教
育
委
員
長
と
教
育

長
の
ど
ち
ら
が
責
任
者
か

分
か
り
に
く
か
っ
た
の
が

大
き
な
課
題
で
あ
っ
た
。

　

改
正
法
の
要
点
と
は
。

　

一
つ
は
、
教
育
委
員

長
と
教
育
長
を
一
本
化
し

た
新
「
教
育
長
」
を
設
置

す
る
。

ま
た
、
町
長
が
直
接
教

育
長
を
任
命
す
る
こ
と
に

な
り
、
任
命
責
任
が
明
確

化
さ
れ
た
。

二
つ
は
、
す
べ
て
の
地

方
公
共
団
体
に
「
総
合
教

総
務
文
教
委
員
会町

長
が
招
集�

総
合
教
育
会
議

教
育
委
員
会
制
度
が
見
直
さ
れ
る

所
管
す
る
教
育
総
務
課
よ
り
、
昭
和
23
年
発
足
よ

り
最
大
の
改
革
と
な
る
新
し
い
教
育
委
員
会
制
度
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

教
育
総
務
課

問

問

問

問

問

答

答

答

答

答

町長
町長町長

町長
町長
町長

文部科学省資料抜粋
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べ
き
で
は
。

　

今
の
役
場
出
張
所
は

場
所
が
な
い
の
で
予
算
措

置
も
含
め
検
討
す
る
。

　

他
市
町
村
の
取
り
組

み
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。

　

取
り
組
み
状
況
の
確

認
を
す
る
。

　

現
地
事
務
所
に
ど
の

様
な
問
い
合
せ
が
あ
る
の

か
。

　

郡
山
市
に
居
住
し
て

い
る
町
民
は
、
な
ぜ
郡
山

に
事
務
所
を
置
か
な
い
の

か
と
の
疑
問
が
あ
る
よ
う

だ
が
、
南
相
馬
を
考
え
る

と
現
在
地
が
良
い
と
考
え

て
い
る
。

　

南
相
馬
の
町
民
が
増

え
て
い
る
わ
け
は
。

　

南
相
馬
へ
の
移
住
に

よ
る
住
宅
建
築
が
増
え
て

い
る
。

　

社
会
福
祉
協
議
会
の

問
題
点
は
な
い
の
か
。

　

生
活
相
談
員
が
訪
問

し
て
も
届
け
た
住
所
に
い

な
い
町
民
が
多
い
。

　

な
ぜ
今
、
災
害
協
定

の
話
が
出
て
来
た
の
か
。

　

今
ま
で
は
二
宮
尊
徳

の
教
え
「
報
徳
思
想
」
の

も
と
、
ま
ち
づ
く
り
・
ひ

と
づ
く
り
等
に
つ
い
て
調

査
研
究
を
し
て
き
た
が
、

東
日
本
大
震
災
、
そ
の
後

の
災
害
多
発
に
よ
り
加
盟

市
町
村
で
災
害
援
助
協
定

の
提
案
が
あ
り
承
認
さ
れ

た
。

　

県
内
の
加
盟
市
町
村

は
。

　

大
熊
町
の
他
に
は
、

相
馬
市
、
南
相
馬
市
、
浪

江
町
、
飯
館
村
が
加
盟
し

て
い
る
。

　

事
務
局
は
ど
こ
か
。

　

加
盟
市
町
村
で
持
ち

回
り
し
て
い
る
。

　

町
長
名
で
の
協
定
締

結
に
な
る
の
か
。

　

市
町
村
長
間
の
締
結

と
な
る
。

　

協
定
締
結
に
よ
り
災

害
が
発
生
し
た
ら
応
援
要

請
は
出
来
る
の
か
。

　

相
互
応
援
が
可
能
に

な
る
。

　

応
援
態
勢
を
つ
く
る

産
業
厚
生
委
員
会災害時の応援協定締結へ

報徳思想で相互助けあい
８
月
26
日
中
通
り
連
絡
事
務
所
と
環
境
対
策
課
の

事
務
調
査
を
行
っ
た
。

中
通
り
連
絡
事
務
所
の
調
査
で
は
主
に
事
務
内
容
、

証
明
書
発
行
件
数
の
推
移
（
方
部
別
）
中
通
り
地
方

避
難
者
の
居
住
地
動
向
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

環
境
対
策
課
で
は
全
国
報
徳
研
究
市
町
村
協
議
会

に
お
け
る
協
定
書
案
の
概
要
説
明
を
受
け
、
協
定
締

結
に
至
る
取
り
組
み
の
明
確
化
や
締
結
内
容
の
具
体

化
を
図
る
こ
と
等
を
要
請
し
ま
し
た
。

環
境
対
策
課

中
通
り
事
務
所

問問

問問問

問問問

問

問

答答

答答

答 答答答

答

答

活用しよう　中通り連絡事務所
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決
め
た
。
線
量
・
段
取
り
・

仮
置
き
場
の
問
題
も
あ
り

今
日
を
ス
タ
ー
ト
に
調
整

さ
せ
て
頂
く
。

　

30
年
以
内
に
県
外
で

の
最
終
処
分
と
の
話
が
あ

っ
た
が
、
30
年
後
の
イ
メ

ー
ジ
が
見
え
な
い
。

例
え
ば
地
上
権
を
設
定

さ
れ
た
土
地
は
、
ど
の
様

な
姿
で
返
還
さ
れ
る
の
か
。

　

地
上
権
は
30
年
で
切

れ
る
の
で
、
お
返
し
す
る

こ
と
に
な
る
。
土
地
に
施

設
が
設
置
さ
れ
て
い
る
場

合
は
、
撤
去
を
前
提
に
考

え
て
い
る
。

例
え
ば
田
ん
ぼ
に
つ
い

て
生
産
可
能
な
状
態
で
復

旧
を
望
ま
れ
て
も
難
し

い
。
平
地
で
の
返
還
に
な

る
と
考
え
て
い
る
。

　

土
地
を
売
っ
た
場
合

当
面
現
住
所
の
ま
ま
で
良

い
と
聞
い
て
い
る
が
当
面

と
は
い
つ
ま
で
な
の
か
。

帰
還
困
難
区
域
で
の
住

先
祖
伝
来
の
土
地
に
対

す
る
強
い
思
い
、
深
く
受

け
止
め
て
い
く
と
言
う
の

が
政
府
の
考
え
で
あ
る
。

そ
の
上
で
用
地
を
買
い
取

る
方
法
に
加
え
、
地
上
権

の
選
択
肢
を
用
意
し
た
。

ま
た
、
生
活
再
建
、
地

域
振
興
策
と
し
て
総
額
３

０
５
０
億
円
の
財
政
措
置

を
講
じ
た
。
特
に
極
め
て

自
由
度
の
高
い
交
付
金
と

し
て
、
８
５
０
億
円
を
大

熊
町
・
双
葉
町
に
国
か
ら

直
接
交
付
さ
せ
て
頂
く
こ

と
に
し
た
。
そ
れ
に
加
え

県
独
自
の
支
援
策
と
し
て

１
５
０
億
円
交
付
す
る
と

伺
っ
て
い
る
。

現
時
点
で
国
と
し
て
お

示
し
で
き
る
最
大
限
の
内

容
を
提
示
さ
せ
て
頂
い
た
。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
受
け

入
れ
判
断
を
し
て
頂
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

中
間
貯
蔵
施
設
は
特
別

な
施
設
で
あ
り
、
地
元
に

大
き
な
負
担
を
お
か
け
す

る
。特

に
地
権
者
が
土
地
を

提
供
し
た
後
、
生
活
再
建

を
確
実
に
果
た
す
た
め
の

支
援
が
大
変
重
要
視
さ
れ

る
こ
と
を
承
知
し
て
い
る
。

地
権
者
の
生
活
再
建
支

援
を
始
め
、
様
々
な
課
題

に
対
応
出
来
る
よ
う
、
県

独
自
の
支
援
策
と
し
て
１

５
０
億
円
交
付
す
る
。

県
と
し
て
も
町
の
復
興

に
向
け
て
全
力
で
取
り
組

み
た
い
。

全 

員 

協 

議 

会石原環境 大臣850億を提示
平
成
26
年
8
月
26
日
に
中
間
貯
蔵
施
設
設
置
の
住

民
説
明
会
の
要
望
・
意
見
を
受
け
て
、
石
原
環
境
大

臣
が
議
会
に
対
し
、
政
府
で
検
討
し
て
き
た
生
活
再

建
支
援
策
を
提
示
し
ま
し
た
。

石
原
環
境
大
臣
の
挨
拶
の
後
、
国
か
ら
生
活
再

建
・
地
域
振
興
策
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
対
策
に

つ
い
て
の
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

石
原
大
臣

質
疑
応
答

福
島
県
長
谷
川

生
活
環
境
部
長

　

下
野
上
地
区
の
除
染

を
４
０
０
㌶
実
施
す
る
と

説
明
が
あ
っ
た
が
、
実
施

時
期
は
い
つ
か
。

　

復
興
拠
点
と
し
て
町

か
ら
要
望
が
あ
り
除
染
を

問問

問

答

答

国を代表して誠意を示す石原環境大臣
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全 

員 

協 

議 

会 石原環境 大臣850億を提示大熊町
双葉町へ

所
登
録
が
出
来
な
い
中
、

町
に
住
所
を
持
て
な
い
地

権
者
が
出
て
こ
な
い
か
。

　

国
に
所
有
権
を
移
転

し
て
頂
い
て
国
有
地
に
な

っ
て
も
、
そ
の
土
地
の
住

民
票
を
有
効
な
も
の
と
し

存
続
さ
せ
る
。

ま
た
、
将
来
帰
還
困
難

区
域
の
除
染
が
終
了
し
た

時
点
で
、
町
の
中
で
住
所

移
転
す
れ
ば
よ
い
と
考
え

て
い
る
。

　

除
染
廃
棄
物
の
搬
入

は
、
最
終
処
分
の
法
律
施

行
後
と
説
明
が
あ
っ
た
。

国
は
平
成
27
年
１
月
に

搬
入
す
る
と
繰
り
返
し
話

し
て
い
る
が
、
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
的
に
間
に
合
う
の
か
。

　

ま
ず
は
30
年
後
に
は

必
ず
県
外
に
最
終
処
分
す

る
と
の
法
律
を
つ
く
る
。

法
律
が
出
来
な
い
内
は
搬

入
し
な
い
と
い
う
の
が
基

本
で
あ
る
。

平
成
27
年
１
月
搬
入
は

目
標
と
し
て
掲
げ
て
き
た
。

こ
れ
か
ら
地
権
者
の
方
々

と
交
渉
し
、
ど
の
よ
う
な

協
力
が
得
ら
れ
る
か
わ
か

ら
な
い
が
、
施
設
が
４
カ

月
で
出
来
る
わ
け
が
な
い

の
で
、
協
力
が
得
ら
れ
れ

ば
安
全
面
・
技
術
面
に
高

い
ハ
ー
ド
ル
は
あ
る
が
、

試
験
的
な
搬
入
も
含
め
、

町
と
相
談
し
進
め
て
い
く
。

　

立
地
地
域
対
策
交
付

金
約
22
億
円
は
、
今
後
30

年
継
続
す
る
理
解
で
よ
い

の
か
。

　

総
務
省
と
調
整
し
て

き
た
が
、
そ
う
い
う
判
断

を
し
て
頂
い
た
と
理
解
し

て
い
る
。

　

町
の
将
来
像
を
考
え

た
と
き
に
、
帰
還
の
時
期

を
政
府
は
ど
う
い
う
イ
メ

ー
ジ
を
も
っ
て
い
る
の
か
。

　

ま
さ
に
今
後
ど
う
い

っ
た
形
で
町
を
復
興
さ
せ

て
い
く
の
か
、
除
染
計
画

を
つ
く
り
何
処
に
拠
点
を

設
け
る
の
か
、
復
興
産
業

で
の
雇
用
対
策
な
ど
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ス
ト
構

想
も
発
表
し
た
が
、
町
の

復
興
計
画
に
併
せ
国
が
前

面
に
出
て
一
緒
に
考
え
て

い
く
。

　

極
め
て
自
由
度
の
高

い
交
付
金
と
言
う
が
、
ど

こ
ま
で
自
由
な
の
か
見
え

な
い
が
。

　

こ
の
交
付
金
は
こ
れ

し
か
出
来
な
い
よ
と
言
う

性
格
の
も
の
で
は
な
い
。

例
え
ば
町
が
支
援
事
業

を
企
画
し
て
、
子
ど
も
・

高
齢
者
の
医
療
費
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
旅
費
・

宿
泊
費
、
墓
地
の
整
備
、

就
業
の
た
め
の
職
業
訓

練
・
資
格
取
得
、
農
地
取

得
、
起
業
な
ど
生
活
再
建

に
関
わ
る
こ
と
は
な
に
に

で
も
使
え
る
性
格
の
交
付

金
で
、
財
務
当
局
と
も
調

整
し
て
あ
る
。

ぜ
ひ
、
い
ろ
ん
な
事
業

を
企
画
し
て
頂
き
、
国
と

し
て
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て

い
き
た
い
。

　

石
原
大
臣
の
受
け
入

れ
判
断
と
は
な
に
を
指
す

の
か
。

　

地
権
者
の
方
々
と
接

触
を
容
認
し
て
頂
け
る
段

階
を
考
え
て
い
る
。

用
地
交
渉
の
段
取
り
が

で
き
る
段
階
と
受
け
止
め

て
ほ
し
い
。

　

交
付
金
１
５
０
０
億

円
か
ら
８
５
０
億
円
引
く

と
６
５
０
億
円
残
る
が
、

こ
れ
は
何
に
使
う
の
か
。

　

基
本
的
に
県
が
事
業

を
行
う
際
に
も
自
由
度
が

必
要
と
考
え
て
い
る
。
2

町
以
外
で
の
双
葉
郡
の
町

村
の
生
活
再
建
支
援
も
あ

り
、
2
町
以
外
の
市
町
村

分
を
６
５
０
億
円
と
見
込

ん
で
い
る
。

　

こ
の
交
付
金
は
長
期

間
に
わ
た
っ
て
の
利
用
に

な
る
が
、
単
年
度
の
残
高

は
繰
り
越
し
で
き
る
の
か

８
５
０
億
円
使
え
な
い
場

合
は
減
額
も
あ
る
の
か
。

　

８
５
０
億
円
は
一
括

交
付
し
て
基
金
化
を
可
能

に
し
て
い
る
。
１
年
間
で

処
理
す
る
も
の
で
は
な
く

町
の
都
合
で
一
番
使
い
勝

手
の
い
い
形
で
使
っ
て
頂

き
た
い
。

　

今
回
の
説
明
会
資
料

を
全
町
民
に
配
る
と
言
っ

て
い
る
が
、
今
後
は
ど
の

よ
う
に
進
め
る
の
か
。

　

町
民
全
体
に
対
し
て

直
接
会
っ
て
説
明
で
き
な

い
の
で
、
レ
タ
ー
を
配
る

と
共
に
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ

ー
を
開
設
し
、
ご
意
見
を

幅
広
く
聞
き
た
い
。

容
認
頂
け
れ
ば
地
権
者

と
の
説
明
会
に
は
い
る
。

全
員
の
住
所
が
把
握
で

き
て
い
な
い
の
で
町
に
知

恵
を
拝
借
す
る
。

問

問 問

問

問問

問

問

答

答

答

答答

答 答

答

答



■
発
行
／
福
島
県
大
熊
町
議
会　
　

〒
９
６
５

−

０
８
７
３　

福
島
県
会
津
若
松
市
追
手
町
２

−

41　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
２
４
２

−

２
６

−

３
８
４
４　

■
編
集
／
大
熊
町
議
会
広
報
公
聴
常
任
委
員
会

議
会
だ
よ
り  

お
お
く
ま
No.31
H26.11 

ストレスチェックで癒
い や

しの時間
（あつまっかおおくま紹介）

委

員

長
　
　
加
藤
　
良
一

副
委
員
長
　
　
阿
部
　
光
國

委
　
員
　
　
廣
嶋
　
公
治

委
　
員
　
　
伊
藤
　
昌
夫

委
　
員
　
　
仲
野
　
　
剛

委
　
員
　
　
吉
岡
健
太
郎

委
　
員
　
　
石
田
　
洋
一

発
行
責
任
者
　
　
千
葉
　
幸
生

広
報
公
聴
常
任
委
員
会

議会だよりに ご意見・ご要望 を
お寄せください

傍聴に来てください
12月定例会は10日からの予定です

役場２階議場前で簡単な説明を受け
気軽に傍聴できます
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新
潟
県
柏
崎
市
に
避
難
し
立
ち
上
げ
た
「
あ
つ
ま

っ
か
お
お
く
ま
」
も
９
月
で
丸
３
年
に
な
り
ま
し

た
。

　
毎
月
第
３
金
曜
日
に
集
ま
り
、
春
は
花
見
、
秋
は

遠
足
、
太
極
拳
な
ど
、
老
若
男
女
が
大
熊
弁
丸
出
し

で
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
主
な
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

代　
表  

平　
子　
恵
理
子

ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク

ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
作
り

秋
の
遠
足
　
妙
高

　リース台に造花やオーナメントなどを
飾り、それぞれ素敵なリースを作りまし
た。

　秋晴れになり、ゴンドラで山の上までのぼり景色を見た
り散策したり・・・とても気持ちよかったです。

　柏崎市の保健師さんに唾液でできるスト
レスチェックをしていただき、標準よりス
トレス値の高い方は、ストレスの話を聞い
たり、ハンドマッサージやケーキとハーブ
ティーなど癒しの時間が持てました。


